
■決算状況

交付金配分枠 11,571,000 円

交付金決算額 10,165,200 円

その他収入   641 円

87.9%

各分野の決算

①協議会運営 3,421,348 円

②地域振興 1,756,444 円

③地域福祉 125,831 円

④安心・安全 1,571,390 円

⑤環境づくり(土木工事） 658,200 円

⑤環境づくり(その他） 73,601 円

⑥地域個性創出 2,559,027 円

決算総額 10,165,841 円

■■■■地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの活動方針活動方針活動方針活動方針（（（（テーマテーマテーマテーマ））））

■■■■総括総括総括総括

■■■■分野別事業名分野別事業名分野別事業名分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

大歳自冶振興会大歳自冶振興会大歳自冶振興会大歳自冶振興会　　　　地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり交付金事業概要交付金事業概要交付金事業概要交付金事業概要（（（（平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度））））

大歳地域での地域づくり活動は、すでに第２次計画の２年目に入り事業を大幅に展開しています。住民座談
会を開催したことで、多くの住民に地域づくりの本質が共有できていると感じています。今年度の各事業にお
いて多くの参画者を得たことからも成熟しつつあると考えられます。しかし、その一方で課題として顕著となっ
てきたのが、中核となる人材の確保、特に担手作りが地域の課題であり、早急に取り組んでいかなければなり
ません。

大歳地区の住民が生き生きと安心して暮らせる住みよい地域づくりを推進する。

事務局長１名、事務員１名の人件費および事務費

地域情報の収集と発信、あいさつ運動の推進

　交付金決算額／配分額    

高齢者支援体制の充実、子育て支援の充実

生活安全（防犯）対策の充実、災害安全対策の充実

環境美化活動の推進、法定外公共物等の整備

自治会内の交流促進、住民総参加による地域の活性化
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■地域の情報

地域人口 13,303人 自治会数 28

世帯数 6,261世帯 自治会加入率 65.64％

※数値は、平成27年4月1日のもの
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■■■■重点的重点的重点的重点的にににに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ事業事業事業事業

事業名 自治会内自治会内自治会内自治会内のののの交流促進交流促進交流促進交流促進 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 あいさつあいさつあいさつあいさつ運動運動運動運動のののの推進推進推進推進 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 災害安全対策災害安全対策災害安全対策災害安全対策のののの充実充実充実充実 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

①

地域内の交流を深める、ふれあい事業の実施拡大。

①通年　　　　　　②秋季　　    　③夏休み

①防災委員研修（５・６月）②おおとし防災の日イベント開催　（６月７
日）③「東日本大震災」に学ぶ事業講演会の開催（２月６日）

①（約３０人×３回）　②（約８０人）　③（１５０人）

①１５自治会　　　②２７自治会　　③１６自治会

②

住民相互のあいさつの拡大により、地域を明るく元気にします。

通年

おおとし見守り隊（５２人）ＰＴＡ、自治会会員。

623,241円

おおとし見守り隊、ＰＴＡなどに参画をいただき、立哨時にあいさつ運動を展開しまし
た。教育ネットと連携したカレンダーの作成。あいさつ標語入りのぼり旗を作成し、地
区内に掲揚。あいさつ運動のティッシュ、チラシを作成し配布。

関連事業実施自治会の拡大を推進し、地区内全域での自治会内の交流促進を
図ります。

414,501円

活動は主に登下校時の立哨であるが、立哨者の定着と連携を図ります。

見守り隊への登録数も増加しており、順調に推移しています。

あいさつ活動を継続し、拡大を図っていきます。

③

自主防災組織が整備され、災害発生時には近隣住民が助け合えるようにしま
す。

防災委員の研修等で幅広い災害に対する意識啓発により、地域防災力を高め
ています。

地域のつながり、地域の誇り、地域への愛着が感じられる事業になりました。

継続することを重点に、誰もが楽しく参画できる仕組みとつながりが実感できる事業
にしていきたい。

防災委員の研修の実施。水ピタ土嚢の備蓄。「東日本大震災」に学ぶ事業の
実施。

継続した関連事業の実施を促進してきたことで、自治会内での交流促進が活
発化しつつある。一方で、実施自治会が固定化しており、新規実施自治会を
拡大することが課題となっています。

811,053円

①約７００人　　　②２，４９６人　③１１，７５６人

①一自治会一事業　②一斉清掃　③三世代交流ラヂオ体操の促進


